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東北大学大学院医学系研究科保健学専攻(修士課程)の設置について 
 
 
 
 
わが国では急速な少子高齢化が進んでおり、質の高い健康な生活の保障と福祉が重大な課題となって

います。また、医療・福祉は高度化・専門化し、かつ複雑になっています。 
このような状況を踏まえ、極めて高度で専門性の高い指導的立場の医療専門職及び次世代の保健学を

担う教育者・研究者を養成することを目的として、平成２０年４月に保健学専攻を設置しますのでお知

らせいたします。 
 

 
本専攻は、看護学コース、放射線技術科学コース、検査技術科学コースの３つからなり、目的に応じ

た多彩な教育課程を取り入れます。 
看護学コースでは、癌医療、小児、周産期、老人医療、地域保健などに携わる看護師、助産師、保健

師を養成します。 
放射線技術科学コースでは、医療の現場で専門性を高めた診療放射線技師として安全で効率の良いチ

ーム医療を提供できる人材、放射線診断及び治療に関する機器開発などに貢献できる人材を養成します。 
検査技術科学コースでは、臨床検査の先端技術の導入や感染症コントロールに対応できる人材、臨床

検査の開発などに貢献できる人材を養成します。 
授業は実習・実験・セミナーの重視、インターネットの活用、チーム医療を担える総合力を養うため

に複数教員によるオムニバス形式の授業科目を多く開設するなど、教育方法を工夫しながら社会人入学

者を含めた学生のニーズに応えます。 
学生の受け入れは平成 20年４月からで、定員は 1学年 24名です。 

 
 
（図表）：教育課程の構造図 
 
問い合わせ先 東北大学大学院医学系研究科 教授 伊藤貞嘉 
                    Tel: 022-717-7161  Fax: 022-717-7168 
              東北大学医学部保健学科 学科長（検査技術科学専攻 教授）進藤 千代彦 

Tel: 022-717-7948  Fax: 022-717-7948 
 



高度医療専門職 教育者･研究者
博士課程後期

修了必要単位
30単位

看護学修士［看護学コース12名］
保健学修士
放射線技術科学コース 6名
検査技術科学コース 6名

特別研究 10単位
二
年
次

保健系学部卒（社会人を含む） 非保健系学部卒（社会人を含む）

共通必修科目 1科目 2単位

共通選択科目 22科目 2～4単位

専門科目 70科目 14～16単位

（各コースごと、特論、演習、実
習などから選択）

二
年
次

一
・
二
年
次

参考資料：教育課程の構造図


